
第 7章 アグロフォレストリーの課題と展望

古くから、熱帯地域の各地で実施されてきたアグロフオレストリーに

は地域の社会条件、住民の生活もことって必要な食糧生産やエネルキーを

求めるために始まったものが多く、したがって農作物の種類にしても土

壌条件に合ったものが選択されている。ところが新しく開拓されたとこ

ろでは土壌侵食や土壌の劣悪化などの環境破壊を起こしている場所も多

くなっている。そうなれば今以上に科学的なアグロフオレストリー・シ

ステムと取組まねはならなくなるであろう。例えば半乾燥地では耐早性

や耐塩性のある種、土壌の pH に対応できる自生種を見出すか、逆に外

来種を導入して定着させられるのか、地域住民が欲しているものが薪炭

材なのか、それとも換金できる果物の採れる果樹なのか、あるいは土壌

改良に主眼を置くのかなど課題も多いので、地域ごとに課題を探り、将

来展望を行ってみることにする。

1 地域の課題

(1) 熱帯アジアの課題

1) 研究分野から

熱帯アジアで実行されている農業は比較的恵まれた降水量があ

るために生産も良好であり、農民も永年にわたって作られてきた

多様な営農体系の中で行ってきた。したがってアグロフオレスト

リーの発想もより有効に自然系を利用し、経済的、社会文化的条

件下で推進されて来たものと思われる。しかし、多くの国々が海

によって離れていたり、言葉の問題もあって必ずしも情報が十分

に交換されていたとは思われない。なかんずく森林を伐開しての

農業となれば決して都市周辺でもないだけに情報不足は一層のこ

とである。そこでアグロフオレストリーの研究についてのアプロ-
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チとして、まず対象となる地域の農家の生活環境と社会の事情に

関する情報をうろことが必要で、この基礎資料をもとにして実行

計画と実施設計を作る。実施には農作物よりも樹木の特性を十分

に理解するため苗畑での育苗観察を十分行なう。環境の異なる苗

畑での追試と普及活動を行なうことが求められる。

ここから得られる資料は古い古典的な耕作法の他に少なくとも

新しい組合せによって農耕を持続させ、しかも土地の保全を図る

ため、多少収量上のデメリットはあっても生活の安定化が得られ

るようなものでなくてはならない。だから研究上の必要事項とし

ては①立地条件に合った植物種を見出し、農作物との組合せを行っ

た結果、どのような成果が得られたかのデータを集めてマニュア

ルを作ること②地域に合った組合せを見出すこと③社会経済と

環境にどう対処できたかなどについて明らかにする。①について

は場所と植物生態上の立場から見て、どの種が組合せ上良いのか

を調査し、記録するのである。また③では得られた組合せが生態

的にうまく組合されていても社会経済的に見てうまく収益が認め

られるか、また土壌面や環境面に改善の余地があったか、あるい

はどんな点により改善の余地がのこされているかを確かめる必要

がある。

アジア各国には大学や試験機関が設けられているので相互に連

絡をとり、例えばわが国とタイ、イントネシアの各国が協力し合っ

たプロジェクトの如く、相互の研究機関が情報と技術の交換を行

えは問題も早く解けるのではないだろうか。アクロフオレストリー

は従来の農業や林業といった単独の分野から前進したものだけに

複数の専門的知識を持寄らねはならないので、より交流を深める

必要がある。

11)普及の立場から

一時的な組合せによるタウンヤ法であれはその場所はいすれ森
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林になる訳だから林学的知識が豊富にある人が有利であるが、短

期的なときはむしろ農学的知識を多く待合せている人の方が普及

員として適していよう。しかしいすれの場合も意志の疎通を図る

上て正しい態度と技能を持っていなけれはならない。どちらかと

いうと保守的な農民に新しい技術を教え込むのだから普及員に自

信と指導力が要求される。とくにアクロフオレストリーの真の意

義を相手に理解させることが大切である。

この地域に多い私有の土地を持たない農民にとってアグロフオ

レストリーが何より自分達にとって有利なものであることを認識

させることこそ、活動の大きな励みを与えることとなる。

m) 土地保有について

タウンヤ法でみられるように一時的にしろ農耕ができることは

何よりであるが、樹木の保育を彼らにゆだねるのであれば樹木の

伐期にも何らかの収入を得たいと望むであろう。たとえ不抜であっ

ても土地を占拠している農民を立退かせるだけでは不満が残るの

で、労働に対する長期的な契約か、土地の所有権を認めるなど行

政的な改革が必要なこともあると思われる。農民にとってのメリッ

トとしては、その土地から得られた農作物を流通経路に乗せられ

るようにする、送料を安くして利益のあがるようにする、苗木の

供給を考える、生活のためのインフラを用意するなどのことも土

地問題とともに考えねはならないことと思われる。

w) 集水域の課題について

上流での森林減少が下流域の国々に被害をもたらせているのは

ガンジス川やインダス川のみでなく、中国の黄河も下流への土砂

流出で問題を起こしている。いずれも上流で耕作地が増し、家畜

が増え、燃材を求める人達があらゆるところの雑木を求めて伐る

からである。これが水保全や土壌保全上に問題を起こしている。

これらの場所にアグロフオレストリーを導入してこそ、集水域の

-99-



保全が可能となる。環境保全の役割りこそこの地域の課題として

必要であろう。

v) 移動焼畑耕作について

アジア地域における焼畑耕作は各国で認められ、熱帯林のみな

らす亜熱帯林の奥地の山岳地帯でも行われているため土壌の劣化

と消失に大きな影響を与えている。その面積は 7500万 haにも及

ぶとされている程である。推定約 3000万人の焼畑農民にとって

は生活そのもののために焼畑を行っているものであり、環境問題

を意識してはいない。したがって移動耕作の持つ悪影響について

改善させる方法を周知させるとともに対策を与える必要がある。

その方法として樹木を一部残すこと、部分的に早成樹種を植え回

復を早めること、休閑期を長くするなどが考えられる。

写真 2 6 広大な焼畑跡地にはイネ科の植物のみが繁茂して樹木の 2次

再生林すら出来ない (バンキ、ラオス)

一方、伐採跡地の荒廃地の多くがチガヤ類による二次草地となっ

ている。これらは伐採後、早期に造林しなかったり、火入れを行っ
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てきたからである。これらの土地にはアグロフオレストリーを定

着させることによって地表植生を変えることも考えねばならない。

恐らく既に草地化したところを農地もしくは林地に転換するには

非常な困難と経費がかかるので国家事業として多額の援助も要す

るであろう。

何はともあれ、湿潤地帯であり人口が多いことと、開発の進行

が早いことから森林資源の消失が早く、多くの問題を残している

地域である。

(2)熱帯アフリカの課題

・)研究分野から

熱帯アフリカにおけるアグロフオレストリーの一番の問題は半

乾燥地を如何に林地とするか、あるいは当面住民が必要とする燃

材をいかにして供給できるようにするかである。つまり①半乾燥

地でのアグロフオレストリーとして樹種の選択、②遊牧されてい

る家畜の飼料をどう供給できるようにするのか、③飼料生産のた

めのシルポ・パストラルの確立、④防風林の設立による農業生産

地の増大、⑤耐塩性樹種との組合せによるアグロフオレストリー

の確立など数多くの課題がある。

熱帯アジアのアグロフオレストリーが焼畑移動耕作に問題があ

るとすれば、ここでは将来の森林をめざすことよりも明日の燃料

をどこに求めるかの方が大切であるだけに住民との関わりの多い

社会林業や村落林業についての対応がむしろ緊急課題である。

n) 普及について

アフリカ大陸は広いのでどのあたりまでアクロフオレストリー

の普及が可能なのかを検討すべきであるが、ケニアには ICFU軽

があり、資料や情報収集は容易である。数多くの国の代表者がこ

こでトレーニングを受け、国内事情に合った指導やガイダンスを
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作ることもできるであろう。すでに述へた普及のあり方で示した

ように住民とのコミュニケーションの大切さが強調されるところ

である。アフリカ各国でアグロフオレストリーを実施する際に多

くの農民が果樹の導入を希望しているかこれは自家用の食品とし

て使えるだけでなく販売して現金収入か得られるからである。日

毎に近代文化が侵透する傾向にあるアフリカの国々にとって、収

入増大による生活の安定化か求められているだけに一次産業を中

心とする農村地帯にとってアクロフオレストリーの普及は極めて

重要と考えられている。

m) 家畜の遊牧について

中近東からアフリカにかけての広い地域で農民が多数の家畜を

連れて遊牧しているが、年々その頭数が増えており、乾季には少

ない植生を求めて多くの家畜が動き回っている。アフリカでは植

林しても諸経費の70%ほどを家畜の侵入防止のための柵代に費や

写真 2 7 アグロフオレストリーの拠点となっている ICRAF

(ナイロビ、ケニア)
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さねはならないという状態にあり、この種の問題は地域課題の 1

つとなっている。植林された木の周囲を有刺アカシアの枝で囲ん

だり柵を設けるなど、少なくとも数年間は家畜の侵入防止にやっ

きにならざるを得ないというのが現場からの声である。遊牧民に

対して、アクロフオレストリーの意義を知らせることも重要であ

る 。

(3)熱帯アメリカの課題

1) 研究分野から

アグロフオレストリーに関心が持たれるようになってからこの

概念が一層多様化し、工夫がみられるようになっている。この地

域でのコーヒー、カカオ、バナナなどの栽培は地形と環境をうま

く利用しているだけにアクロフオレストリーの重要性が認識され

ている。なかでもコーヒー栽培はこの地域で標高の高い 1000~

1500m 附近で行われているだけに単純に農業に踏み留まらず、治

山、治水にまで影響することが多いと思われる。現在、アグロフオ

レストリーに関する研究は CAT 正 で有用作物、治山、伶水、畜

産、土壌、病虫害、樹木などそれぞれの立場からの基礎研究と応

用研究が行われている。そしてこれらを組合せたアグロフオレス

トリーとしての役割りも独自のセクションで研究されている。概

して多目的利用樹木、混作自家農園、果樹、かん木との組合せに

主眼を置いて研究が進められている。これらは小農家を対象とし

たものだけに価値があると考えられる。問題は成長の遅い有用樹

種をどう組込むかである。例えは従来は有用樹のローレルやセド

ロなどは森林の伐開時に伐期に達していなけれは残存させる方法

をとっていたが、今後はどうするのか検討することも必要になる。

一般にアグロフオレストリーのシステムは単純で手間のかからな

いようにしなけれは農民は追従しない。
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写真 2 8 ラテン・アメリカにおけるアグロフオレストリーの先端研究

を行っている CAT1E (トリアルバ、コスタリカ)

今後、土壌の保全や改善を考えるとマメ科樹木が一層多用され

ると思われるので肥料木としての研究推進を図らねばならない。

u) 普及戦略について

普及の努力はアグロフオレストリーのような小農家を対象とし

たものの場合、とくに重要であることが CATIE では認識されて

いて、年間 60回以上の農・林・水産各部門の研修が行われてい

る。アグロフオレス トリーについては JICA のコース、GTZ のコー

ス CATIE のコースなど年間 6本ほど対象レベルを変えて行われ

てきた。かつて実施されていた JICA の第 3国研修は大学レベル

での研究と普及が中心であるが希望者は極めて多く、人選に苦慮

していたほどである。

経済的な支援として苗木の配布や森林破壊を減じる補助金制度

も一部で考えられるようであるが実現していない。しかし、将来

の構想として課題は残るものの、牧草、樹木、作物の結びつきな
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どの説明に視聴覚教材を利用する等の試みが生まれている。

m) 畜産とのかかわり

ラテン・アメリカの畜産は低地から高山帯までの広範囲に拡っ

ており、殆んどの森林地帯の開発はこのためだと指摘されている

ほど盛んである。植生の脆弱な地域で畜産が営まれると地表植生

がはぎ取られてエロージョンを起し、最悪の事態が生じるが比較

的降雨量の多い地方は牧草が茂るので、前者ほどのタメージは生

じないと思われる。しかし、単位あたりの面積に放たれる頭数が

増せば牧草の生産量を上廻る収奪が起るのと、地表流や土壌の流

出も決して無視することはできない。とくに傾斜地ではこの種の

ダメージを生 じることになる。 したがってシルボ ・パス トラルに

ついては今後検討しなければならない問題点の一つだということ

ができる。

アフリカと違ってラテン・アメリカの畜産はいずれも牧場の中

で管理されているだけに牧場経営者にアグロフオレストリーの意

義を十分説明し、理解させることが必要で、農耕を営む人達とは

違った感覚での対応が求められねばならない。

2 アグロフオレストリーの展望

各国の経済発展が進み、世界の人口が増加するにつれて地球上の資源

の急速な減少と環境の悪化を各国相互間で気付いたのは 20世紀の後半

であった。なかでも熱帯林の減少の著しいことは環境問題、とくに二酸

化炭素の増加による地球の温暖化問題とも絡んで早急に解決しなければ

ならない課題だと指摘され始めてから実に久しい。このため、例えば、

植物資源の消費を押さえた地球環境に優しい生活をと叫ばれて再生紙利

用や使い捨ての木材資源の再利用を行なおうとしてはいるが、森林破壊

や減少阻止に成果がみられるのはほど遠いことのようである。これは先
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進国だけでなく世界中の人間か木材の消費量を抑える方向に協力しあえ

る状況にはないからである。すなわち、今日でもなお依然として生活エ

ネルギーを木質系燃料に頼らねばならない人達が多く、また、生活の向

上を目指している途上国や人口増加の傾向が強い国々で紙の消費量が飛

躍的に増加しているからである。食料についても同様に、食文化が向上

し、消費量も多くなる傾向にある。主食はもとよりタンパク質源として

の肉を多く摂取する人が増えているだけに畜産が減ることはなく と

考えていくと、将来、地球上のどこから資源を得るのか改めて考えざる

をえなくなるのである。これは決して食糧だけでなく、生活資材も絶え

ず必要とするからである。つまり、今後は現在より一層土地の合理的利

用が求められるはずである。こうしたことから総合的に判断すると土地

利用の有効性や合理性が思慮されることなく過ごせるはずはないのであ

る。その一手法としてのアクロフオレストリーの導入は同一土地上にお

いて農業や畜産業に林業を複合して利用できるものだけに今後一層注目

されなければならない方法だと言うことが出来るであろう。ただ、これ

は伝統的手法としてこれまで取り入れられてきただけに、そのままでは

問題や課題も多いのである。科学的根拠から理論が確立されれば技術改

善も自ずから起こってくるであろう。さらに新しいシステムの開発も問

題なく解決できるであろう。

従来、熱帯の各国では大地主や大資本家が全ての産業を取り仕切って

きたのであるが、アグロフオレストリーは小規模な農家や小資本家が自

立して行くために欠かせない自衛の手法として自らが開発して行かねば

ならない分野でもある。
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別表 -1 アグロフオレストリーに利用されている

主要な樹種と農作物
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T1mbel

Shade,FoddeI

Shade,Fuel,TII1 ・beI

T1mbe ・,FueI

Shade

Shade

Shade,Soll lll・plovmg

T1mbeI

T1mbeI

Shade

Co 徒 α didわzm

so′"′mm 粥あの osz′′7z

"7eo 虜 omo c灯coo

刀 "に〃′"SPP
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Hondulas

7Tedo〃"g;" ′鱈郎

Nicaragua

　　　　　　　　　　　　

互に qウメ那 m “m/dz′′e"那

Le〃cqe〃"/e"cocep/70/"

QO Sulmam

　 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

Trln・dad

Ce 赤司d odo′"′"

Co' 〆′" メムodo′"

ゼリノ′′7"′7"g/"z にq

力7goSPP
SW!g′ei7m m灯α o少/り'//"

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Costa R‐lca

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

β,ome′m pmgZ""

　　　　　　　　　　

　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

E/"ezs g"“'熊川 7S

E O/e虎 m
おり'r/〃mo gわ zにo

E g′oboc リ ハ

　 　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　

E"m らのれ′s degカメ o

　　　　 　　　　　　　

　 　　　　　　　　

G/′′′c′〆!α se力"""

　　　　　　　　　　　　　　　

s、1'′eremq /〃〃′〃/!s

　　　　　　 　　　　　　　

乃にcq e底流の7′夢es

Ecuador

　　　　　　　　　　　　　　　　

!g/"〃s sPP

colomb.a

Ce 誘 eZo od切口ro

ll

12

T1mbel

Fuel

Fuel,Shade

Fuel

T1mbel

T1mber

T1mber

T1mber

Shade

FoddeI

T1mber

S1・ade

F1ult

011,F1ult

Fillit

011,F1ult

T1mbel

T1mber

011

Shade

T1mber

T1mber

Fodder

T1mber

Timber

Timbel

ornamental

Timbei

T1mber

Timbe ・

Goぶりやmm ′7′′s"′洲“

名̂の7′/7o′eふα′た"/"

Aの′sd sPP

　　　　　　　　　　

777eob加川q COC口O

C切於α mob にo

Co"" 〃ゐ z′m ぶ燭 n増川

Czに粥川s so加川′'7

q′cm 虜加 川の“〃"

八広の?が7or escz!/の""

　　　　　　　　　　　　　　　

p/7"seo/〃s w を"m

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

Sec/7粥“? e請 !/e

777eob′omo cocoo

Zeo m のW

Annual oi perennlal clops,

grazlng and あ dderspecies
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13 CentlaI A1ne・lca,Carlbbean and South

A1nellca

　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

De′7の oPo′70・α′60;e"′〃

ゼリノ“'"〃"SPP

FrczfsSPP

G〃"だ "!; に/'!′′◇des

　　　　　　　　　　　 　　　　

!〃gqSPP
L段にqe〃"/ez にoce〆 7"/"

乃肋ec可わわmm dz′たe

P ノ!;′′Zgo

p /ob"mm

　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

P ノ〃/!“om

　 　　　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　

14 B1azll(States of Amazon and Pala)

　　　　　　　　　　　　

βe;′/の /er′m ace な"

　　　　　　　　　　　　　　　　

Co′"わ";74sPP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Spo〃〆′"s pmPme ロ

ー5 Atld ・eg.ons ofSouth A1ner1Ca

C切徒口のめ′m
Frult 777eoか omo cdcαo

FoddeI

F1ult

Shade
Shade

T1mbel

T1mber

Fuel

ornamental

F1ult

T1mbel

T1mbel

F1u・t

F1ult

　　　　　　　　　　　　　　

Fru,t 尺だ〃7〃s com′'mmS

Hedge 777eob;oi'7q c口cqo

Vegetables

Shade
F1ult

Fmlt Varled clops

16East A 云lca

G;ew 〃eo; ひろ"sね

0/eq /7oc/7sre“e,′

P〃7z′s p口/〃′"

Podocq}p1 ′s ““加増 mmis

p z!somあの ei7運ば

o,namenta1 β′ez‘sme co;"c" 〃

T1mbel

T1mbel

T1mbel

T1mbel

17 Arld ・eglons sahe1
4do 〃so1'm 後g1『αrq

other non‐exotic filllttlees

　　　　　　　　　　　　

　　　　　 　　　　　　　　　

7Tq′'mm! ゐ榔 〃7寸′cq

　　　　　　　　 　　　　　　　

18 Northern Ch・le and A 丑・ea

N1ultlpuIPose

Fiult

F1ult

Fiult

F1rult

Foddel

Shade
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19Camelooll

自助!zm gz′mm 施 用 Fuel,Shade CQZ7m m 〃印加 川

/i A如′"Coco′FO Fuel,Shade “7eob′o′im α′cqo

パ リ宮川 Fue1

βo′7中m sPP T11nbeI

COYI!" ′の〆の "FueI

C s′"′77eo FueI

C spec 中る′//!s FueI

Cのわ"peiirm7dm Shade

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

D′s/e′'zo;74′7〃7z′s わe′mm ′mom 婚

F′α′s 、ノoeg/!"〃"

あ7go ed′!/′sFuel

/sessz ′′s Fuel

′ s′′!"/‘′ Fuel

/ r川野にo Fuel

′ vem Fuel

上e"coe′7"′ez′cocep/7メロ Fuel

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

20Gabon

71の′''′〃"/!" 激切eの "

力の/oc/mo “ sc′の o・戸 o"

21 NIgella

β〃′"〃〆′oz7/〃"g“'"" 〃go/の7se

β の'毎 7‘Zi′cm′7

　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

K/'")′"n'o だ "S′S

　　　　　 　　　　　　　　　　　　

Mm ′〆e" 〆〆e′′′d7〃

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

22 Kellya

月cmcm 災搭方 mm 抗〆"′s

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　　　　　　

Pz′7zば pm 〃/"

　 　　　　　

Fuel “7eobm ′′・q cqcαo

TnnbeI

T1mbe ・ D!oscoieo spp

T1mbel 名̂"′7!/io/escz′/e“′"

T1mbeIZe" ′′'"}な

T1mbel,Pulp

T1mbeI

Tin・beI

T1nlbeI

Timbel

Fuel,Shade

Shade β;αsszcロ メの "ceα

TimbeIDqz に"ゞ cqiom

Pulp sdo ′7z!m m わe′osz!′′i

Timbel,Pulp Ze口〃z①′s

Ti11め e1

23 R‐wanda

Cz夢だ ss"s /"s′′の〃c口 Pulp Zed 川口)iy

24Zaile

71併用′“"/′ロ ルoだ′7sば Ti・nber 入の′sq x Pα;ロメ郡mco

r szq7g′わq Timbe1 77zeobmmo coc" ○
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別表 - 2

Local name

1 穀 類

アグロフォレス トリーに利用されている

主要作物

Scienti賃c name Anllual ・ail・fall

(mm)

700‐【1,300

400- 700

400- 500

500--1,200

900而ML0oo

1,300-1,600

1,500-1,600

500- ヤー,300

400--1,000

400-900

400-700

700-1,200

400-600

600-800

500-1,300

1,200--1,400

1,500-1,700
800--1,400

1,000【‐1,400

1,600-1,700

も300而M1,500

1,400-1,600

1,500-1,600

800 一 .'000

1,400-1,500

700-1,loo

700-1,00O

P1antmglimitatlolI

A,S,L, N1m,Tem,L, N1m,Temp,

(m) (℃)

1,600 12
1,700 13
1,300 16

2,000 10
1,500 15

1,300 16
1,200 17
1,000 18

1,500 15
1,400 15
1,100 18

1,700 13
1,200 14
900 19
700 19

1,500 15
1,500 15
1,200 16

1,800 12
400 20

1,200 16
1,100 17
900 18
700 19
600 19

1,200 17
300 20

Malze Ze" ′′'"}β

Fmgel n・11letβ/a′sme comc" 〃"

Solghum sの g′7zmz bにo′o′

2 塊茎頻
Potato ぷ〆α′mm ′z′わe′os"′“

SweetPotato Zpomoeo わ"ねねs

Yam 上)のscα eqsPP

Talo co′oc…′"Spp

Cassava 入垢"〃′/7o′eふm′/e′zro

3 マメ頻
hdung bean

CowPea

PIgeolIPea

4 曲糧作物
Soya bean

Rape seed

Peanut

Sesame

5 果 物
P1neaPple
Banana

PaPaya

6 1唇好料
Co 爺ee

Cacao

7 香辛料
Tulmellc

Gmgel

PePPel

C1ove

C1nnalnon

8 繊維料
S1zal

K‐aPok

r/!q〃" ′"〆′"′"

下ろq""zmqzf にz""!"

　　　　　　　　　

Gウ'C〃7β md 、

β;ossicα cm′zPgB′“ふ

えiqd 〃s ありogrqeo

ses" 〃〃′m ′zzdに"〃′

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

Cのにα POP の '"

Co徒 d spP
zeo かα,m c灯Coo

Cmcm ′io /o〃gd

z′“gゐの 明方c“70/e

　　　　　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　　　　

C"7i7m′7o〃“〃“ zリザα′7!cm′1

(P K R Naーr,1980 による)
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別表 - 3 アグロフォレス トリーに適 した主要な

マメ科樹種の環境

A 穴 B C D.yseason Rainfall

(month) (mm)

　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　 　　　

　 　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　

4 “′e′"“0M′。,7

　 　　　　　

A sロルg〃"

忍 ぶe"egd

　 　　　　　　

　　　　 　　　　

月 /ebbeを

Co 〃m〃赤α cq′o′/7野 "・

Coss-o smmeq

Csped αあげ郎

　　　　　　　 　　　　

Eァ)′′′“′“" わe“g′oq“"

E poepp ′g′"′ね

　　　　　　　　　　　　

Lezにqe〃"/ez′cocez7′7α/"

Pm をmso′7′q qcz!をqね

P;osop ′s c/可の摺7s

sα川口〃eo sqm の 7

seぶるαmo sesあの7

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

3* 1 3

1 2 3

1 2 3

1 1 1

2 2 3

1 1 2

1 2 1

1 2 1

1 2 3

3 1 1

3 1 1

3 3 1

1 2 2

1 2 3

2 2 3

3 1 1

3 1 1

1 2 2

1 2 1

1 2 3

3 2 1

2 1 3

3 3 2

3 2 1

3 2 1

7 - 9 250-1100

4 - 6 1300-1800

6 -‐ 8 500-1500

3 - 4 900-2000

2 -‐ 3 1000-2000

6 - 9 200-1400

6 -‐ 8 600-1200

6 -‐ 8 200-5000

6 - 8 100-300

0 -- 2 2000-4000

2 - 4 500-1500

2 - 4 1000-3000

4 - 6 650-1500

5 - 8 600-1000

5 -‐ 6 500-4000

3 -‐ 4 800- ‐1200

3 - 4 1000--3000

4 -‐ 6 800-2300

2 - 4 600- ‐1700

6 -‐ 8 250-800

8 -‐ 10 200-600

2 -‐ 4 800-3000

4 - 6 400--1000

0 -‐ 3 1000- ‐2000

9 -‐ 10 200-1400

Note: A Fuelwood o・ charcoal,B Shade,CFodder

Numbel ln colum I Superlol,2 01dmal:~′,3 1nFellor
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別表-4 多目的樹種のバイオマス生産量
(乾重量 K‐g/ha/yr)

国 名 土地利用 樹 種 1次生産量(ネット) 報告者

湿潤地
マ レイシア 植栽 月mcm m"〃g〃〃〃 18,00O L1m(1985)
(サラワク) 植栽 同上 15,500~18,300 Tsal & Hazah(1985)
フィリピン 植栽 刈る′zmi がmm ll,300 Kawahara et al(1981)
フ ィ リピン 植 栽 Gme/mq 口iDoだ " 12,700 Kawahara et al(1981)

各
ヮ
垂

植栽 L獅 伽 なに噂 ′7"′q2o,ooo~3o,ooo Pound &C 孤 o(1983)

コス タ リカ
植 栽 L /ezfcoc印カメα 40,000~80,00O B1ewbakel(1987)

コ ス タ リカ
生 垣 C o//! Co/o′/7}′;sz′s 4,390 Bagglo & Heuveldlop(1984)

スタリカ 雛 蟹鵠′'盈漂蕩髪gm〃q13,70鱒ぎ3,700畳園a叢書驚喜亘を竪琴6)
混農 C m/のめ ;"+カカオ 16,360 同上
混農 おり物 m7"po42p ′gm〃0 8,710 同上
混農 β po印p′gm≠m 十カカオ 15,740 同上

コ ロ ン ヒア 混 農 コー ヒー と 日陰樹 4,600~13,00O Bornemlsza(1982)

登 義
侵農 コーヒーと‘;卿 spp 8'400~9'5001 眠 nez&Ma1tmes(1979)
混農 同上とハナナ 10,250 同上

准半湿潤(煩似)地
ナ イ ジ ェ リア 生垣 C‘'ssm βmme α 7,390 Yaln。ahetal(1986b)

生垣
生垣
生垣
生垣
生垣

F′emmgm cmges ′α 2,370 同上

G/〃!c7dm s印 mm 5,410 同 上

同上 4,770 Sunlbelg(1986)
同上 3,000~ 4,500 Ball・lu Duguma et al(1988)

-垣 庭 z′m のm /ez′mc 勿 /'〃′口 6,770 Kang et al(1985)

生垣 同上 8,000~16,00O Bahlm Duguma et al(1988)
生 垣 Se防備 m g′"′可閉 om l,000~ 3,500 同 上

半湿潤(類似)地
ス リランカ 生垣 L ezfcqem ′ezfcoc印 棚 超 2,800 Weelakoon(1983)

半湿潤地
イン ド 植栽 同上 38,200 M1shla et al(1986)
各 国 植栽 同上 lo,000~25,00O Pound & Call。(1983)

乾・半価潤地
イン ド 植栽 P′os叩 mノ川卵om 30,00O Gurumultl(1984)

乾燥地
アメ リカ 森林 同上 3,700 Rundel et al(1982)

乾燥地、地表水あり
アメリカ 森林 同上 4,00o vllgmla(1986)

乾燥地、潅水
アメ リカ 植栽 Piosの′s spp 4 種 7,000~14,500 Felkel et al(1983)
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